
令和７年度　人権教育にかかわる年間指導計画　　小学校第６学年 小平市立花小金井小学校
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なかよし班活動 1年生とのかかわり

社会
「幕府の政治と人々
の暮らし」

社会の様子や身分制度

を調べて、江戸幕府の仕

組みや考え方について理

解を深める。

社会
「わが国の政治の働

き」

基本的人権について

調べ、全ての人の基本

的人権は守られている

かどうかを考える。

社会
「新しい時代の幕
開け」

廃藩置県や四民平

等など明治政府の諸改

革について、人々の願

いや生活と関連づけて

考える。

社会
「世界の人々とともに生
きる」

自ら選んだ題材を基に主体的に

学習し、自分の考えを発表しあう.

国語
「海の命」

それぞれの人物の生き方とそ

れに対する自分の考えをまとめ

る。

B相互理解
「銀のしょく台」
謙虚な心で相手の立
場を考え、広い心で
相手を尊重しようと
する心情を育てる。
（いじめ防止授
業）

学級活動
「最高学年
として良い
出発をしよ
う」

「自然とともに生きる」

・自分の考えを持ち進んで

発表する。
・友達と協力して積極的に活
動する。

学級活動
「まとまり
のある学級
をつくろ
う」

「希望あふれる卒業アルバムと
文集をつくろう」

・今までの人との関わりや学習活動などか
ら、自分を見つめ直す。

・一人一人が尊重される内容となるよう、

協力して編集・制作に取り組む。

学級活動

「みんなの

ことを考え

て活動しよ

学級活動

「仲間とと

もに思い出

を残そう」

児童会活動

「１年生を迎え
る会」を開く中
心となって、最
上級生としての
自覚をもつ。

「ちょボラからはじめよう」
・ボランティア体験を通してみんなで
支え合って生活していることを知る。
・お年寄りや障害をもつ人とのかかわ
りを考えて行動する。

国語
「聞いて考え
を深めよう」
話し手の目

的や意図に応
じて話の内容
を捉え、自分
の考えをまと
める。

「卒業に向けて感謝の気持ちを表そう」
・お世話になった方への感謝の気持ちを表す方法を考
え実践する。

理科
「人と環境」

生物と環境のかかわりについ

て理解し、環境を保全する態度

を育てる。

「この人の生き方に学ぶ」
いろいろな生き方をしている人の話を聞い

て、自分の将来の進路について考える。

社会
「鎖国下のもとでの
交流」

アイヌの人たちと

の交易やシャクシャイ

ンの抵抗について学び、

アイヌの人たちの人権

について考える。

B 親切・思いやり

「心に通じた「どう

ぞ」のひとこと」

相手の立場に立って

思いやりの心をもち、

親切にしようとする

心情を育てる。

生活指導
あいさつをしよう

生活指導
校舎や教室をきれいにしよう

生活指導

気持ちのよいあいさつをしよう
友だちの気持ちを考えて行動しよう

B親切、思いやり
「みんないっしょ
だよー黒柳徹子」
異誰に対しても思い

やりの心を持ち、親

切にしようとする態

度を育てる。

生活指導
すすんであいさつを
しよう
場に応じたあいさつ
の仕方を考えよう

B 友情、信頼
「ばかじゃん」
友だちと信頼し合っ

て、友情を深めてい
こうとする態度を育
てる。
（いじめ防止授
業）

C 公正、公平、社会正

義

「あなたはどう考える？」

誰に対しても差別したり偏

見を持ったりせずに公正、

公平な態度で接し、社会正

義の実現に努めようとする

心情を育てる。

A 善悪の判断

「あなたはどう考える？」

誰自由の大切さを理解し、

自他の自由をに対しても差

別したり偏見を持ったりせ

ずに公正、公平な態度で接

し、社会正義の実現に努め

ようとする心情を育てる。

Cよりよい学校生活、
集団生活の充実
「小さな連絡船『ひ
まわり』」
自分が所属する集団
の中での役割を自覚
し主体的に責任を果
たそうとする心情を
育てる。

A 希望と勇気、努力
と強い意志
「心をつなぐ音色」

目標をたて、なりた

い自分に向けて、あ

きらめずに努力しよ

うとする心情を育て

る。

Ｂ 友情、信頼
「 言葉のおくりも
の」
性別にこだわらず、
互いに信頼し合って
友情を深めよりよい
人間関係を築いてい
こうとする態度を育
てる。
（いじめ防止授

人権教育に関わる年間指導計画作成のための方針

①一年間を通して人権尊重の考え方を意識させる指導を工夫する。………「望ましい人間関係」を軸とした学習活動を展開する。（思いやり）

②体験活動や身近な問題から課題を見付けられるよう援助する。（自己実現）

③日常の教育活動（友達とのかかわり、発表、話し合い活動など）においても、人権尊重の理念を意識して指導にあたる。（人間関係）

※特に①に重点を置いて考える。


